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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
ePTFE人工血管のsutureretentionstrength (SRT)測定時の引張距離一引張力曲線
を解析し､臨床的な吻合部強度としての破断開始強度を算出し､SRで測定の意義を検討し
た｡引張時の破断パターンは長軸方向切れパターン､円周方向裂けパターン､混合パター
ンの3種類観察された｡引張する糸 (ピアノ線)の太さ (0.07,0.10,0.13,0.15,0.20mm
の5種類)で破断パターンか異なり､細いピアノ線ほど長軸方向切れパターンを示す傾向
が見られた｡長軸方向切れパターンの破断開始強度はSRTと統計学的に有意差はなかった
が､他の2つのパターンでは SRTに達する前に破断は開始しており､SRでは破断開始強
度より有意に大きかった｡糸の太さによっては､SRTは吻合部強度の指標とはなりえず､
ePTFE人工血管では0.10mm程度の縫合糸を使用し､SRで測定を行 うべきであることを
示した価値ある業績である｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
